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はじめに
検査業務の円滑な推進を目的に毎年開催している地方検査員講習会ですが，本

年度は新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から，集合型の講習会ではな

く自学自習型として別紙のとおり実施しますので了知願います。

本年度の講習会資料について

・従来，全体会と農林・土木の各分科会ごとに分かれていた資料を一本化しました。

・令和2年3月10日付け出検号外で通知した『工事成績評定における品質のばらつき

判定の取り扱い』について工事成績調書の改訂に伴い『工事検査の進め方』P２５に

修正して掲載しました。

・『工事検査の進め方』P１１～１２（４）「検査での着目点」の7項目に沿って，専門検

査員の最近の検査での主な指導事項を，P５０以降に[参考]として掲載しました。
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１ 令和４年度出納局検査課の基本方針等について

（１）令和４年度出納局検査課の基本方針と主要な取組

１ 基本方針

「適正かつ迅速な工事検査の実施」

（１）工事検査の円滑な実施
工事検査について，確実な契約の履行確保に向け，計画的・効率的に実施すると
ともに中間検査を促進することにより，工事目的物の品質の確保・向上に努める。

（２）公平かつ客観的な工事成績評定の確保
県発注工事の中から優良建設工事施工業者を表彰するとともに，工事成績評定
の公表や公平性・客観性の確保に取り組み，受注へのインセンティブを付与するこ
とにより，県内企業の技術力向上を支援する。

（３）工事監督業務への支援
復旧・復興工事に加え，近年頻発している自然災害への対応等により多忙を極

める工事監督業務に関して，講習会等を開催することなどにより，技術職員のレベ
ルアップを支援する。

２ 主要な取り組み

① 計画的・効率的な工事検査の実施
・工事執行機関と連携した適時・適切な検査の実施

② 中間検査の充実・促進
・工事施工段階での確認強化

・受検者への指導強化
③ 検査情報の共有化

・考査内容の明確化による検査レベルの平準化

・受検者からのフィードバックの反映
④ 工事成績評定の改正の検証
・改正後の評定点の集約・分析

⑤ 「工事検査書類限定型モデル工事」の実施に係る検査関係資料の
整理
・「考査の手引き」等の改正
・工事検査に係る監督員との役割分担

⑥ 事業管理課等関係課との定期的な協議・情報交換
⑦ 優良建設工事施工業者の育成
・県発注工事の中から模範となる優良工事を選定し受注者を表彰

・工事成績考査結果の上位者をランキング形式で公表

⑧ 建設関連業務における成績評定の検討
・入札契約検討部会における効果的･効率的な業務推進の検討

⑨ 工事書類の簡素化の検討

・入札契約検討部会における工事書類の簡素化の検討

⑩講習会等の開催による工事検査に関する知識等の習得支援
⑪適正かつ円滑な工事監督業務に向けた関係部署との情報共有・連
携

－１－



  　①　専門検査員検査実績

Ⅰ 実績／全体

１） 検査件数／完成／中間

２） 検査件数／完成／推移

備考

◇令和３年度完成検査件数は前年から専門検査員検査は増加、地方検査員検査及び特命検査員検査は減少し、合計で
１９件減少した。

　専門検査員は、検査課に所属し、主として契約額が4,000万円以上の発注工事を検査。

  特命検査員は、主務課長又は所長に別に職員のうちから任命され，県工事検査執行要領の範囲内の工事を検査。

－２－

  地方検査員は、県工事検査規程で定められた地方機関に配属され，契約額が4,000万円未満の当該機関発注工事を検査。

令和３年度の工事検査実績をとりまとめた結果は次のとおり。
データ集計期間は、令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで。

◇令和３年度の総検査件数（専門・地方・特命検査員検査合計）は、２，１２４件（R２は２，２９１件）だった。うち、完成検査は
１，２４４件（58．6％）、中間検査は８８０件（41．4％）だった。

　完成検査のうち専門検査員検査は７５２件（60．5％）、１，８３１億円（89.3％）だった。

(２）令和３年度工事検査実績

総検査件数 ２,１２４件

完成検査件数 1,２４４件 完成検査総額 ２,０５０億円
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Ⅱ 実績／専門検査員

１） 検査件数／月別

２） 検査件数／完成／金額／部局別

総検査件数 752件 完成検査総額 1,832億円

◇専門検査員の完成検査件数は農政部、水産林政部と土木部の工事で８６．７％（金額で９０．６％）を占めた。

３） 検査件数／平均点／推移

－３－

◇月ごとの専門検査員の完成検査件数は、４月（２６件）が最も少なく、３月（1５３件）が最も多くなり突出した。
　中間検査件数は、４月は２３件と少なかったが､５月から３月まで毎月４０～８０件程度で推移した。

◇専門検査員の完成検査件数は前年から３８件の増、中間検査件数は９４件の減となった。
◇工事成績の平均点（考査を行った７４４件の平均）は、前年から０．４点高くなった。
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Ⅲ 中間検査の実施と工事成績／専門検査員

１） 検査件数／平均点／中間検査実施率
◇完成検査は考査を行った工事を対象とする

件数 合計点 平均点 中間検査実施率 備考

検査全体 1,454

■ 中間検査 760 109.5% ※１

■ 完成検査 694 56,784 81.8 79.7% ※２

中間検査無 141 11,366 80.6 20.3%

中間検査有 553 45,418 82.1 79.7%

□ 低入札工事 55 4,527 82.3 83.6% ※２

中間検査無 9 722 80.2 16.4%

中間検査有 46 3,805 82.7 83.6%

□ 非低入札工事 639 52,257 81.8 79.3% ※２

中間検査無 132 10,644 80.6 20.7%

中間検査有 507 41,613 82.1 79.3%

検査全体 1,410

■ 中間検査 666 89.5% ※１

■ 完成検査 744 61,132 82.2 83.1% ※２

中間検査無 126 10,206 81.0 16.9%

中間検査有 618 50,926 82.4 83.1%

□ 低入札工事 50 4,108 82.2 82.0% ※２

中間検査無 9 732 81.3 18.0%

中間検査有 41 3,376 82.3 82.0%

□ 非低入札工事 694 57,024 82.2 83.1% ※２

中間検査無 117 9,474 81.0 16.9%

中間検査有 577 47,550 82.4 83.1%

R３／R２ 平均点の差（点）中間検査実施率の差

検査全体 97.0%

■ 中間検査 87.6% -20.0pt 

■ 完成検査 107.2% 0.4 3.4pt 

中間検査無 89.4% 0.4

中間検査有 111.8% 0.3

□ 低入札工事 90.9% -0.1 -1.6pt 

中間検査無 100.0% 1.1

中間検査有 89.1% -0.4

□ 非低入札工事 108.6% 0.4 3.8pt 

中間検査無 88.6% 0.4

中間検査有 113.8% 0.3

※１　見掛中間検査実施率：完成検査件数と中間検査件数の単純比率
※２　実質中間検査実施率：完成検査件数とそのうちの中間検査受検済みの完成検査件数の比率
※　備考欄の「％」は中間検査”無”と中間検査”有”の割合を示す　

〔中間検査実施率の比較〕

R2

R3

◇令和３年度の専門検査員による検査件数は１，４１８件で、前年度比９６．２％（５６件の減）だった。

－４－

◇そのうち、中間検査は６６６件（前年度比８７．６％）、完成検査は７５２件（前年度比１０５．３％）だった。

◇中間検査実施状況で平均点を比較すると、中間検査実施工事が８２．４点、中間検査未実施工事が８１．０点と、平均点
に１．４点の差があった。

◇成績考査対象の完成検査７４４件のうち、中間検査を一回以上受検した工事の割合は８３．１％だった。

前
年
比



R3低入
R3非低

◇令和２年度に実施した完成検査において中間検査を一回以上受検した工事は７９．７％、うち低入札工事では８３．６％、
非低入札工事では７９．３％だった。

〔工事成績比較（平均点）〕

◇令和３年度に実施した完成検査において中間検査を一回以上受検した工事は８３．１％と、前年度に比べて中間検査実
施率は３．４ポイント増加した。

－５－
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２） 工事成績分布
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－６－

◇令和３年度における工事成績平均点は８２．２点、最頻値は８５点だった。前年度と同様に高得点側に傾く傾向があった。

〔工事成績の分布〕
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Ⅳ 令和３年度検査結果と主な指導事項

１） 令和３年度検査結果と令和４年度目標
【検査結果】
■

■

■

【目標】
□

□

□

２） 検査時における主な指導事項

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■ 「交通管理」について、保安設置計画書及び保守点検計画が適切かを確認。

■

■

－７－

令和３年度の検査件数は、２，１１７件と前年度に比べ１７４件(７．６％)減少した。また完成
検査については１，２３７件と前年度に比べ２６件（２．１％）減少し、総検査件数に占める完
成検査の割合は高くなった。

「品質証明」において、種別、細別、管理項目、管理箇所及び数量が適切かを確認。

専門検査員による完成検査の工事成績の平均点は８２．２点と前年度（８１．８点）に比べ
０．４点高くなった。

中間検査実施率は８３．１％となり、前年度に比べ３．４ポイント増加した。工事成績を中間検
査の有無で分けると、１．４点の格差が見られる。

東日本大震災での復旧・復興事業の大規模工事や令和元年度の東日本台風による災害復旧工事な
どは今年度完成を迎えるが、令和２～３年に発生した福島県沖地震による災害復旧工事や国土強
靱化予算による工事が引き続き残るため、建設工事の適正な履行を確認するとともに、安全で高
品質な公共施設を提供するために、適正かつ迅速な工事検査を実施する。
品質確保のためには、工事施工段階での確認や指導が有効な手段であることから、中間検査実施
率を高めるよう取り組むとともに、引き続き工事成績評定の客観性、透明性、公平性の向上に取
り組む。

工事請負契約書第１９条第１項の規定に基づく設計図書の照査を確認。特に基準高の確認および
KBMの設置精度（軟弱地盤の沈下の影響を受けていないか？）。

工事着手前に、必要な手順や工法（具体的な内容）を記載した施工計画書が提出されているかを
確認。

中間検査の促進については年度目標として掲げてきたもので、中間検査の実施について監督員に
指導願いたい。

「環境対策」について、騒音・振動・地盤沈下・水質汚濁等に対する配慮が適切で、これらに対
する措置が明確かを確認。

再生資源の利用の促進と建設副産物の適正な処理方法について、「再生資源利用計画書」及び
「建設廃棄物処理計画」等が作成され、適正に処理されているかを確認。

「施工計画書」において、大雨や地震等の異常気象における作業中止基準、再開基準及び避難場
所、避難経路が具体的に定められているかの確認。また、変更事案発生時の着手前施工計画書作
成や休日計画の完全実施を指導。

「安全管理」について、主要な各工事段階における安全施工計画が作成されているか、安全訓練
等の実施計画及び安全訓練が実施されているかを確認。、

「緊急時の体制及び対応」について、労働災害や公衆災害等の発生時における、受注者と警察
署、消防署、労働基準監督署等の関係機関への連絡体制及び連絡方法が適切かを確認。

下請承認書類、施工台帳及び施工体系図が適切に整理されているかを確認し、施工計画書の組織
図への反映を指導。

「品質管理」において、工種試験方法、測定頻度及び管理方法等が適切かを確認。

「出来形管理」において、工種、測定位置及び測定頻度が適切かを確認。

「写真管理」において、各工事の施工段階、工事完了後に明視できない箇所がないかを確認。



１ 地方検査員

　１） 検査実施件数

　２） 中間検査実施率

　工事検査第１班所管公所での地方検査員の検査実績は，完成検査が９４件で前年度の１１８件に
比べ2４件減少（７９.７%）しており，中間検査等は１４件で前年度の6１件に比べ４７件減少（２
２.９%）しており，検査全件数としては前年度の1７９件に比べ７１件減の1０８件（６０.３％）で
した。

　また，中間検査等の実施件数については１４件で，うち１１件（７８.５％）は契約書第38条に関
する出来高検査や同39条に関する指定部分完成検査でしたが，契約書第31条に係る本来の中間検
査は３件（２1.４%）実施しており，前年度の全6１件のうち中間検査は９件（１４.８％）で６.６
ポイント割合が高くなりました。

　工事検査第１班所管公所では完成検査９４件のうち，中間検査実施済み件数は１５件で，中間検
査の実施率は１６.０％と前年度９件の7.６％に比べ８.４ポイント上がっています。

②　地方検査員検査実績（工事検査第一班所管分）
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令和３年度工事検査第１班所管公所別地方検査員検査実施状況

内5百万円
以上

内5百万円
以上

内5百万円
以上

内5百万円
以上

内5百万円
以上

低　入

非低入 1 1 5 4 6 5 0 0 0.0% 0.0% 77.3

計 1 1 5 4 6 5 0 0 0.0% 0.0% 77.3

低　入

非低入 8 8 12 9 20 17 6 5 50.0% 55.6% 81.3

計 8 8 12 9 20 17 6 5 50.0% 55.6% 81.3

低　入

非低入 0 0 9 9 9 9 0 0 0.0% 0.0% 82.6

計 0 0 9 9 9 9 0 0 0.0% 0.0% 82.6

低　入

非低入 0 0 9 6 9 6 2 1 22.2% 16.7% 81.7

計 0 0 9 6 9 6 2 1 22.2% 16.7% 81.7

低　入

非低入 0 0 12 11 12 11 0 0 0.0% 0.0% 81.8

計 0 0 12 11 12 11 0 0 0.0% 0.0% 81.8

低　入

非低入 0 0 6 5 6 5 2 2 33.3% 40.0% 80.8

計 0 0 6 5 6 5 2 2 33.3% 40.0% 80.8

低　入

非低入 2 2 7 7 9 9 1 1 14.3% 14.3% 79.4

計 2 2 7 7 9 9 1 1 14.3% 14.3% 79.4

低　入

非低入 1 1 1 1 2 2 1 1 100% 100% 81.0

計 1 1 1 1 2 2 1 1 100% 100% 81.0

低　入 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0.0% -

非低入 12 12 61 52 73 64 12 10 19.7% 19.2% 81.1

計 12 12 61 52 73 64 12 10 19.7% 19.2% 81.1

低　入

非低入 2 2 15 9 17 11 2 2 13.3% 22.2% 82.0

計 2 2 15 9 17 11 2 2 13.3% 22.2% 82.0

低　入

非低入 0 0 18 12 18 12 1 1 5.6% 8.3% 82.8

計 0 0 18 12 18 12 1 1 5.6% 8.3% 82.8

低　入 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0.0% -

非低入 2 2 33 21 35 23 3 3 9.1% 14.3% 82.4

計 2 2 33 21 35 23 3 3 9.1% 14.3% 82.4

低入 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0.0% -

非低入 14 14 94 73 108 87 15 13 16.0% 17.8% 81.5

計 14 14 94 73 108 87 15 13 16.0% 17.8% 81.5

低入 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0.0% －

非低入 61 59 118 77 179 136 9 8 7.6% 10.4% 80.1

計 61 59 118 77 179 136 9 8 7.6% 10.4% 80.1

大崎広水 0 1

仙南仙塩広水 0 6

企業局計 0 7

合　計 0 14

（参考）
R２年度

0 10

0 7

東部地振 0 1

東部地振
登米地域

0 1

気仙沼地振 0 1

王城寺原 0 0

北部地振 0 1

北部地振
栗原地域

0

65点
未満

85点
以上

中間検査(出来高
検査等含)

完成検査 計
完成検査の内、
中間検査実施数 中間検査実施率事務所 区分

検査実施状況
平均工
事成績
点数

地振事務所
計

1

大河原地振 0 0

仙台地振 0 2
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工事検査第１班所管公所別地方検査員検査実施状況（経年）

検査種別実施件数及び中間検査実施率

件数 比率 件数 比率 件数 比率 件数 比率 件数 比率 件数 比率

8 3.7% 7 4.4% 8 4.3% 2 1.2% 9 5.0% 3 2.8%

55 25.2% 50 31.3% 45 24.5% 48 29.6% 42 23.5% 9 8.3%

12 5.5% 9 5.6% 9 4.9% 15 9.3% 10 5.6% 2 1.9%

143 65.6% 94 58.8% 122 66.3% 97 59.9% 118 65.9% 94 87.0%

検査種別実施件数・実施率分布表

　３） 考査点数

Ｒ３

108

2.8%7.2% 7.6%中間検査実施率

検査種別

中間検査

出来高検査

指定部分完成検査

完成検査

計 218 160

7.0% 14.9% 4.9%

184 162 179

H2８ H2９ H３０ Ｒ元 Ｒ2

　工事検査第１班所管公所の地方検査員の考査平均点数は8１.５点で，前年度の８０.１点を１.４点
上回っており，優良工事の基準である85点以上の件数は前年度の１２件から令和３年度は1４件の
２件増で，　ほぼ横ばいとなっている。また，考査点の分布状況は前年度80点以上が4７件で61.
０％を占めていたが，令和３年度における80点以上は５５件の７５.３%で，比率としては１４.３ポ
イント増加している。

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

0

50

100

150

200

250

H28 H29 H30 R元 R2 R3

完成

指定部分

出来高

中間

中間検査実施率

62.7

26.9%

6.5%

65.6%

5.5%

3.7%

58.8%

5.6%

4.4%

66.3%

4.9%

4.3%

59.9%

9.3%

1.2%

4.0%

25.2% 31.3% 24.5% 29.6%
5.0%
23.5%
5.6%

65.9%

7.0%

14.9%

4.9%

7.2% 7.6%
2.8%

（件数） （中間検査実施
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令和３年度工事検査第１班所管公所・部別地方検査員考査点分布状況

区分 計 最低点 最高点 平均点

件数 2

割合 100.0%

件数 1 1

割合 50.0% 50.0%

件数 1 3 1

割合 20.0% 60.0% 20.0%

件数 1 2 1

割合 25.0% 50.0% 25.0%

件数 1 5 1

割合 14.3% 71.4% 14.3%

件数 2

割合 100%

件数 2 3 1

割合 33.3% 50.0% 16.7%

件数

割合

件数 1 4

割合 1.3% 80.0%

件数 5 1

割合 83% 17%

件数 1 3 1

割合 20% 60% 20.0%

件数

割合

件数 2 1

割合 66.7% 33.3%

件数 3 1

割合 75.0% 25.0%

件数 1

割合 100.0%

件数 3 12 30 7

割合 5.8% 23.1% 57.7% 13.5%

件数 1 7 1

割合 11.1% 77.8% 11.1%

件数 1 1 4 6

割合 8.3% 8.3% 33.2% 50.0%

件数 1 2 11 7

割合 4.8% 9.5% 52.4% 33.3%

件数 4 14 41 14

割合 5.5% 19.2% 56.2% 19.2%

件数 5 25 35 12

割合 6.5% 32.5% 45.5% 15.6%

〇令和３年度考査点数分布表

北部地振

NN

林

北部地振
栗原地域

NN

林

東部地振

NN

林

0 - - -

4 77 87 80.3

東部地振
登米地域

NN

林

気仙沼地振

NN

林

5 74 85 80.8

－ － －

6 80 88 82.7

2 77 78 77.5

4 78 86 81.3

2 80

大河原地振

NN

林

仙台地振

NN

林

81.4

2 73 81 77.0

点数別内訳

64点
以下

65～
69点

70～
74点

75～
79点

80～
84点

85～
89点

90点
以上

事務所・部

81.5合計

王城寺原

地振事務所計

大崎広水

仙南仙塩広水

77 71 88 80.1
（参考）
R２年度

73 71 88

12 71 87 82.8

9 75 85 82.0

1 81 81 81.0

5 76 84 80.8

6 76 87 81.7

7 78 86 82.7

84 82.0

5 73 87

3 77 80 78.3

企業局計 21 76 87 82.4

52 71 88 81.1

0

2

4

6

8

10

12

60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90

平均 8１.５点
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１） 検査実施件数

２） 中間検査実施率

ー１２ー

　工事検査第２班所管公所における地方検査員の検査件数は，完成検査が１７８件で前年度に比
べ１７件の増（110.6%）であり，中間検査は１３５件で前年度に比べ１５件の減（90.0%）
となった。
　検査件数全体としては前年度と比べ２件増の３１３件（100.6％）だった。

③　地方検査員検査実績(工事検査第二班所管分）

　地方検査員の中間検査１３５件のうち７２件（53.3％）は契約書第41条に関する出来高検査
や同42条に関する指定部分完成検査となっており，契約書第33条に係る本来の中間検査は６３
件（46.7%）実施している。

　工事検査第２班所管公所における地方検査員の完成検査１７８件のうち，完成検査前に中間検
査を実施した件数は５３件で，中間検査の実施率は29.8%であった。令和２年度と比べ，件数
で１１件の増であり，実施率は3.7ポイント上がっている。令和３年度の中間検査実施率も20%
台であり，前年度と同程度の実施率で推移していた結果となった。



令和３年度工事検査第2班所管公所別地方検査員検査実施状況

内5百万
円以上

内5百万
円以上

内5百万
円以上

内5百万
円以上

内5百万
円以上

低　入 1 1 1 1

非低入 22 22 9 7 31 29 3 3 33.3% 42.9% 77.4

計 23 23 9 7 32 30 3 3 33.3% 42.9% 77.4

低　入 2 2 2 2

非低入 29 29 23 22 52 51 15 15 65.2% 68.2% 82.7

計 31 31 23 22 54 53 15 15 65.2% 68.2% 82.7

低　入 1 1 1 1 82.0

非低入 19 19 17 16 36 35 5 5 29.4% 31.3% 81.2

計 19 19 18 17 37 36 5 5 27.8% 29.4% 81,2

低　入

非低入 8 8 9 9 17 17 6 6 66.7% 66.7% 79.9

計 8 8 9 9 17 17 6 6 66.7% 66.7% 79.9

低　入 2 2 2 2

非低入 25 25 14 14 39 39 12 12 85.7% 85.7% 79.7

計 27 27 14 14 41 41 12 12 85.7% 85.7% 79.7

低　入

非低入 4 4 5 3 9 7 2 2 40.0% 66.7% 79.7

計 4 4 5 3 9 7 2 2 40.0% 66.7% 79.7

低　入 1 1 1 1

非低入 15 15 14 14 29 29 9 9 64.3% 64.3% 78.1

計 16 16 14 14 30 30 9 9 64.3% 64.3% 78.1
低　入 6 6 1 1 7 7 0 0 0.0% 0.0% 82.0
非低入 122 122 91 85 213 207 52 52 57.1% 61.2% 80.3

計 128 128 92 86 220 214 52 52 56.5% 60.5% 80.3
低　入 1 1 1 1 82.0

非低入 4 4 4 4 0.0% 0.0% 80.8

計 0 0 5 5 5 5 0 0 0.0% 0.0% 81.0

低　入

非低入 8 7 8 7 0.0% 0.0% 83.4

計 0 0 8 7 8 7 0 0 0.0% 0.0% 83.4

低　入 1 1 1 1 83.0

非低入 11 8 11 8 0.0% 0.0% 81.8

計 0 0 12 9 12 9 0 0 0.0% 0.0% 81.9

低　入

非低入 1 1 5 3 6 4 0.0% 0.0% 77.0

計 1 1 5 3 6 4 0 0 0.0% 0.0% 77.0

低　入

非低入 9 6 9 6 0.0% 0.0% 83.5

計 0 0 9 6 9 6 0 0 0.0% 0.0% 83.5

低　入

非低入 22 9 22 9 0.0% 0.0% 80.8

計 0 0 22 9 22 9 0 0 0.0% 0.0% 80.8

低　入

非低入 5 5 5 5 0.0% 0.0% 81.6

計 0 0 5 5 5 5 0 0 0.0% 0.0% 81.6

低　入

非低入 2 2 2 2 0.0% 0.0% 84.0

計 0 0 2 2 2 2 0 0 0.0% 0.0% 84.0

低　入

非低入 1 1 6 5 7 6 1 1 16.7% 0.0% 79.6

計 1 1 6 5 7 6 1 1 16.7% 0.0% 79.6

低　入

非低入 5 5 12 12 17 17 0.0% 0.0% 79.5

計 5 5 12 12 17 17 0 0 0.0% 0.0% 79.5

低入 6 6 3 3 9 9 0 0 0.0% 0.0% 82.3

非低入 129 129 175 146 304 275 53 53 30.3% 36.3% 80.7

計 135 135 178 149 313 284 53 53 29.8% 35.6% 80.7

低入 13 13 6 6 19 19 3 3 50.0% 50.0% 75.2

非低入 137 135 155 122 292 257 39 38 25.2% 31.1% 80.2

計 150 148 161 128 311 276 42 41 26.1% 32.0% 80.0

ー１３ー

合　計 0 14

（参考）
R２年度

0 16

東部地振
水産漁港部

0 0

気仙沼地振
水産漁港部

0 0

0

仙台地振
水産漁港部

0 0

仙台地方
ダム

0 1

大崎地方
ダム

0 3

2

東部下水 0 0

仙台塩釜
港湾

0 0

石巻港湾 0 0

0

土木事務所
計

0 8

東部土木 0 0

東部土木
登米地域

0 2

0

北部土木
栗原地域

0 0

大河原土木 0 0

仙台土木 0 6

85点
以上

中間検査(出来
高検査等含)

完成検査 計
完成検査の内、
中間検査実施数 中間検査実施率

気仙沼土木 0

中南部下水 0

栗原地方
ダム

0

事務所 区分

検査実施状況
平均工
事成績
点数

65点
未満

北部土木 0



工事検査第2班所管公所における地方検査員検査実施状況（経年）

検査種別別実施件数及び中間検査実施率

件数 比率 件数 比率 件数 比率 件数 比率 件数 比率 件数 比率

83 15.7% 60 13.6% 61 16.1% 53 14.2% 51 16.4% 63 20.1%

233 44.0% 219 49.5% 155 41.0% 109 29.1% 95 30.5% 63 20.1%

1 0.2% 0 0.0% 2 0.5% 4 1.1% 4 1.3% 9 2.9%

213 40.2% 163 36.9% 160 42.3% 208 55.6% 161 51.8% 178 56.9%

３） 考査点数

ー１４ー

378 374 311

H28 H29 H30 R元 R２

33.8% 35.0% 31.9% 23.1% 26.1%中間検査実施率

検査種別

中間検査

出来高検査

指定部分完成検査

完成検査

計 530 442

　また，65点未満となった工事は工事成績調書における「法令遵守等」項目での減点修正
結果もなかったことから，０件であった。

R３

313

29.8%

　工事検査第２班所管公所における地方検査員の考査点数は，平均80.7点で，前年度と比
べ0.7点高くなったが，優良工事の基準となる85点以上の件数については前年度の16件
から2件減った14件となっている。考査点数の分布状況としては，前年度は80点以上が
62.5％を占めていた状況であったが，令和3年度は80点以上を68.5%を占める状況と増
加している。

16.1

41.0

42.3

0.00%

5.00%

10.00%

15.00%

20.00%

25.00%

30.00%

35.00%

40.00%

0

100

200

300

400

500

600

H28 H29 H30 R元 R２ R３

完成

指定部分

出来高

中間

中間検査実施率

40.2%

44.0%

15.7%

36.9%

49.5%

13.6%

42.3%

41.0%

16.1%

51.8%

30.5%

16.4%

55.6%

14.2%

29.1%

20.1%
20.1%

56.9%

0.2%
0.0%

0.5%
1.1% 1.3% 2.9%



令和３年度工事検査第2班所管公所別地方検査員考査点分布状況

区分 計 最低点 最高点 平均点

件数 1 3 3

割合 14.3% 42.9% 42.9%

件数 3 13 6

割合 13.6% 59.1% 27.3%

件数 3 14

割合 17.6% 82.4%

件数 4 5

割合 44.4% 55.6%

件数 3 1 10

割合 21.4% 7.1% 71.4%

件数 1 2

割合 33.3% 66.7%

件数 10 4

割合 71.4% 28.6%

件数 0 2 3 24 49 8 0

割合 0.0% 2.3% 3.5% 27.9% 57.0% 9.3% 0.0%

件数 1 4

割合 20.0% 80.0%

件数 7

割合 100%

件数 2 5 2

割合 22.2% 55.6% 22.2%

件数 1 2

割合 33.3% 66.7%

件数 5 1

割合 83.3% 16.7%

件数 1 2 3 3

割合 11.1% 22.2% 33.3% 33.3%

件数 1 4

割合 20.0% 80.0%

件数 2

割合 100.0%

件数 2 3

割合 40.0% 60.0%

件数 2 4 6

割合 16.7% 33.3% 50.0%

件数 0 2 7 38 88 14 0

割合 0.0% 1.3% 4.7% 25.5% 59.1% 9.4% 0.0%

件数 0 7 11 30 64 15 1

割合 0.0% 5.5% 8.6% 23.4% 50.0% 11.7% 0.8%

　　　件

点

ー１５ー

大河原土木

仙台土木

北部土木

北部土木
栗原地域

東部土木

東部土木
登米地域

気仙沼土木

土木事務所計

仙台塩釜港湾

石巻港湾

中南部下水

東部下水

仙台地方ダム

大崎地方ダム

栗原地方ダム

128 66 90 80.0
（参考）
R２年度

149 65 88 80.7合計

12 74 84 79.5
気仙沼地振
水産漁港部

5 77 83 79.6
東部地振

水産漁港部

2 84 84 84.0
仙台地振

水産漁港部

5 78 84 81.6

9 74 87 80.8

6 80 86 83.5

3 74 79 77.0

9 77 85 81.9

7 83 84 83.4

5 79 84 81.0

86 65 88 80.3

14 75 83 78.1

3 65 88 79.7

14 71 84 79.7

9 75 83 79.9

17 75 84 81.2

22 77 87 82.7

7 68 82 77.4

点数別内訳

64点
以下

65～
69点

70～
74点

75～
79点

80～
84点

85～
89点

90点
以上

事務所

0

5

10

15

20

25

30

58 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92

平均80.7点



④　特命検査員検査実績
１） 検査実施件数

２） 中間検査実施率

内5百万
円以上

内5百万
円以上

内5百万
円以上

内5百万
円以上

内5百万
円以上

低　入 1 1 1 1 81.0
非低入 17 8 17 8 0.0% 0.0% 78.5

計 0 0 18 9 18 9 0 0 0.0% 0.0% 78.8
低　入

非低入 1 1 0
計 0 0 1 0 1 0 0 0 0.0% 0.0%

低　入

非低入 2 2 5 4 7 6 77.3
計 2 2 5 4 7 6 0 0 0.0% 0.0% 77.3

低　入

非低入 1 1 1 1 75.0
計 0 0 1 1 1 1 0 0 0.0% 0.0% 75.0

低　入

非低入 7 7 7 7 0.0% 0.0% 80.0
計 0 0 7 7 7 7 0 0 0.0% 0.0% 80.0

低　入

非低入 13 13 13 13 74,2
計 0 0 13 13 13 13 0 0 0.0% 0.0% 74.2

低　入

非低入 20 20 20 20 0.0% 0.0% 77.9
計 0 0 20 20 20 20 0 0 0.0% 0.0% 77.9

低　入 13 11 13 11 79.0
非低入 39 35 39 35 0.0% 0.0% 76.7

計 0 0 52 46 52 46 0 0 0.0% 0.0% 77.2
低　入

非低入 3 3 3 3 0.0% 0.0% 68.3
計 0 0 3 3 3 3 0 0 0.0% 0.0% 68.3

低入 0 0 14 12 14 12 0 0 0.0% 0.0% 79.2
非低入 2 2 106 91 108 93 0 0 0.0% 0.0% 76.7

計 2 2 120 103 122 105 0 0 0.0% 0.0% 77.0
低入 0 0 17 15 17 15 0 0 0.0% 0.0% 77.5

非低入 2 2 128 89 130 91 0 0 0.0% 0.0% 78.3
計 2 2 145 104 147 106 0 0 0.0% 0.0% 78.2

ー１６ー

0 0

土 木 部
設 備 課

0 0

合　計 0 3

（参考）
Ｒ２年度

0 5

土 木 部
営 繕 課

0 1

完成検査の内、
中間検査実施数 中間検査実施率

環境生活部
自然保護課

0 0

総 務 部
管 財 課

0 0

土 木 部
住宅課

0 1

経済商工観光部
観光政策課

0 0

水産林政部
森林整備課

0 0

　令和３年度の特命検査は前年度より６課室少ない９課で実施しており，完成検査が1２０件で
前年度に比べ２５件減（８２．８%）で，中間検査は2件であった。検査件数全体としては前年
度と比べ２５件減の1２２件（８３．０％）だった。

　また，中間検査の２件は契約書第３３条に係る本来の中間検査と出来高検査が各１件ずつであ
る。
　なお、これらの数値には繁忙期の特命（依頼）検査の実績は含まない。

　特命検査員による完成検査１２０件のうち，完成検査前に中間検査を実施した件数は，前年度
と同様０件であった。地方検査員の中間検査実施率と比較しても非常に低い状況が続いている。

令和３年度特命検査員検査実施状況

発注者 区分

検査実施状況
平均工
事成績
点数

65点
未満

85点
以上

中間検査(出来
高検査等含)

完成検査 計

教 育 庁
施設整備課

0 1

県警本部



３） 考査点数

区分 計 最低点 最高点 平均点

件数 1 4 6

割合 9.1% 36.4% 54.5%

件数 1 2 1

割合 25.0% 50.0% 25.0%

件数 1

割合 100%

件数 2 4 1

割合 28.6% 57.1% 14.3%

件数 3 3 5 1 1

割合 23.1% 23.1% 38.5% 7.7% 7.7%

件数 2 3 3 10

割合 11.1% 16.7% 16.7% 56%

件数 2 11 15 17 1

割合 4.3% 23.9% 32.6% 37.0% 2.2%

件数 2 1

割合 66.7% 33.3%

件数 9 22 30 39 3

割合 8.7% 21.4% 29.1% 37.9% 2.9%

件数 6 19 32 42 5

割合 5.8% 18.3% 30.8% 40.4% 4.8%

ー１７ー

土 木 部
営 繕 課

土 木 部
設 備 課

土木部
住宅課

90点
以上

86 74.2

1 75 75 75

11 72 82 78.8

（参考）
R2年度

事務所

104 65 86 78.2

18 67 84 77.9

7 70 85 80.0

13 66

総 務 部
管 財 課

経済商工観光部
観光政策課

水産林政部
森林整備課

80～
84点

85～
89点

県警本部

70～
74点

103 66 86 77.0

46 67 85 77.2

3 66 71 68.3

合計

教育庁
施設整備課

　特命検査員の考査平均点数は77.0点で，前年度と比べ1.2点低くなった。優良工事の基準とな
る85点以上の件数は前年度の5件から2件減少し，3件であった。

　なお，不良不適格工事の目安となる65点未満の工事は前年度と同様発生していない。

4 72 81 77.3

令和３年度　特命検査員考査点分布状況
点数別内訳

75～
79点

64点
以下

65～
69点

0

2

4

6

8

10

12

60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90

件

考査点

平均 77.0点

▼
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（３） 工事の適切な施工について

完成検査においては工期内に工事が完成し．工事目的物が設計図書に適合していれば工事成績

評定点数とは関係なく「合格」となる。

平成２８・２９年度の両年度１件づつ発生した「不合格」工事は，平成３０年度は０件となっ

たものの，平成30年度末に２件の工事が完成に至らなかった。当該工事は完成届が提出された段

階（契約工期外）で完成検査を行った上，「不合格」工事としての手続きを行い，令和元年度の

不合格工事となった。令和２，３年度は該当する工事は無かった。

令和３年度の65点未満となった工事は，２件だった。

以上により，各発注機関における工事監督の適切な実施とともに，地方検査員所管工事におい

ても中間検査等の実施により，施工段階における技術指導を強化願いたい。

①不合格工事の工事件数
年度 Ｈ２０ ～ Ｈ２７ Ｈ２８ H2９ H３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３

件数 ０ １ １ ０ ２ ０ ０

②年度別65点未満の工事件数
年度 H２０ H２１ H2２ H2３ H2４ H2５ H2６ H2７ H2８ H2９ H３０

件数 ５ ８ ４ ３ １ ８ ３ ３ ５ １１ ８

年度 R元 R２ Ｒ３

件数 ６ ３ ２

③令和３年度65点未満の工事の内容
65点未満の内容 件 数

過年度完成工事で指名停止処分等による修正の結果によるもの １

完成図書や施工管理等に不備があったもの １



粗雑工事事例

整理番号 公 所 等

工事番号 工　種 土木 【補助】

工 事 名 道路改良工事

請 負 者 請 負 額

工      期 R3.3.16 ～ R4.3.25 完成月日 R4.3.17 完成検査日 R4.3.25

成績評定 56 修正評定 修正月日

内　容

●内容

「安全管理」でｅ評価「出来え」でｄ評価

備  考

Ｒ３－①

５４百万円

施工時に受注者の油断により事故を引き起こし，改善指示を行うなど安全対策に不備が

あった。また舗装工において，平坦性の管理基準は満たすものの，打ち継ぎ目に段差が生

じていたため，５６点の結果となったもの。
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